
がん研究開発費の実施体制の大幅見直しについて 

 

平成 22年度より、旧・がん研究助成金は独立行政法人国立がん研究センター

運営費交付金研究開発費（がん研究開発費）として措置された。その適正な執

行を行うため、実施体制を以下の通り大幅に変更する。 

 

今年度（がん研究開発費） 

 

昨年度（がん研究助成金） 

（執行体制） 

研究企画・事前評価を行う先端医療開

発推進会議（内部組織）と研究の中間・

事後評価を行う外部評価委員会（外部

組織）を設置。 

 

 

運営委員会（外部委員及び内部職員か

ら構成）が、研究企画・事前評価委員

会及び中間・事後評価委員会を兼ねて

いた。 

（研究の範囲） 

国立がん研究センターの使命として行

う研究を明確にする。 

 

 

研究課題のイメージを参考提示したの

みであった。 

（研究企画） 

先端医療開発推進会議の専門部会にお

いて、大きな研究テーマ枠を設け、採

択方針を示して、そのなかで自由な研

究計画をセンター内から募集する。 

 

 

運営委員会の各委員が新規研究課題の

提案（主任研究者案を含む）を提出し

ていた。 

（事前評価） 

研究テーマ枠毎に、先端医療開発推進

会議専門部会の構成員から数名の評価

者を選任して、研究計画の事前評価（ピ

アレビュー）を行う。 

 

 

運営委員会の全委員が全研究計画の事

前評価を行っていた。 

（中間・事後評価） 

研究分野毎に、外部評価委員会の構成

員から数名の評価者を選任して、研究

報告の中間・事後評価（ピアレビュー）

を行う。 

 

 

運営委員会の全委員が全研究報告の中

間・事後評価を行っていた。 

 

 

 



理事長
理事長
（理事会）

業務命令
（執行はNC)

主任研究者
（NC内部）

分担研究者
（NC内部）

分担研究者
（NC外）

外部評価委員会

運営費交付金
研究開発費

④研究班の組織

②研究方針等の策定
③事業申請書作成の指示※

⑤事業申請書の提出

①研究方針等の立案

⑧決定事項の
通知

⑨成果の報告

⑩中間・事後評価

⑪中間・事後
評価の報告

⑧‘委託契約

研究開発費の執行体制

⑦研究課題、研究者、配分額
等の決定

（⑥事業申請書に基づく
原案について意見聴取）

①~②研究方針等の立案
③~⑧研究課題、研究者、配分額の決定
⑨~⑪中間・事後評価

先端医療開発推進会議

※応募させることもある

 

 

 



３つのがん研究費 

  がん研究助成金 
 
配分機関：国立がんセンター 
21年度研究費：約19億円 

 厚生労働科学研究費補助金 
第3次対がん総合戦略研究事業 
 
配分機関：国立がんセンター 
21年度研究費：約26億円 

厚生労働科学研究費補助金 
   がん臨床研究事業 
 
配分機関：国立がんセンター 
21年度研究費：約19億円 

配分機関：厚生労働省 
（健康局総務課がん対策推進室） 

22年度研究費：約26億円 

配分機関：厚生労働省 
（健康局総務課がん対策推進室） 

22年度研究費：約19億円 

独立行政法人国立がん研究センター 
運営費交付金研究開発費（がん研究開発費） 
22年度研究費：約20億円  
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